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接触子機構　 
接点は耐消耗性抜群の特殊銀合金を使用しています。 電源側端子 

消弧装置 
遮断時に発生するアークを消弧 
します。 
接点は耐消耗性抜群の特殊銀合 
金を使用しています。 

負荷側端子 

ハンドル 

トリップボタン 
配線用遮断器の動作試験ができ 
ます。 

引き外し機構 
いずれの極に過電流が流れても 
全極同時に遮断します。 

構造【配線用遮断器】

構造【漏電遮断器】

引き外し機構 
 
 

電源側端子 

漏電表示ボタン 

過電流、短絡で動作したか、漏電で 
動作したかを判断する表示ボタンで 
す。漏電で動作したときとび出ます。 

漏電検出部 
 

零相変流器 
 

負荷側端子 
 

消弧装置 

遮断時に発生するアークを消弧しま 
す。 
接点は耐消耗性抜群の特殊銀合金を 
使用しています。 

テストボタン 

漏電遮断器の動作試験が 
できます。 

微少な漏洩電流でも確実に検出し 
信号を漏電検出部へ送ります。 
 

いずれの極に過電流が流れても全 
極同時に遮断します。欠相運転の 
心配はありません。 

ハンドル 

ハンドルをＯＮの位置に固定してい 
ても、漏洩電流や過電流が流れれば 
確実に内部では動作します。（トリッ 
プフリー、全器種） 

B-103EA

GB-103EA
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Àハンドル位置とトリップ時の再投入について 
■動作（トリップ）した後で再投入する場合は、動作した原因を取り除いて安全を確認してか
らONの操作を行ってください。 

■再投入する場合は、リセット位置までハンドルを戻してからONの操作を行ってください。 
　（図①、②参照） 
　（安全ブレーカタイプ、単3中性線欠相保護付配線用遮断器および単3中性線欠相保護付
漏電遮断器を除く。） 

■Eシリーズ（経済タイプ）の30AF～60AFおよびKシリーズ（分電盤協約形サイズ）は、動作（ト
リップ）するとハンドル位置は中間位置になります。（図①の※） 
　再投入する場合は、ハンドルをいったんOFF位置まで戻してからONの操作を行ってくだ
さい。（図④参照） 

※中間位置 
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